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六
月
初
旬
の
広
島

市
で
、“「
原
爆
の
子
」

を
う
け
つ
い
で
”
と

い
う
集
会
が
開
か
れ

た
。「
原
爆
の
子
（
岩

波
書
店 

刊
）」
と
は
、

今
か
ら
六
十
年
前
に

広
島
で
被
爆
し
た
少
年
少
女
の

手
記
一
〇
五
編
を
新
制
広
島
大

学
の
教
授
で
あ
っ
た
長お

さ
だ田
新あ

ら
た

氏

が
一
冊
の
本
に
編
集
し
た
も
の

だ
。

　

こ
の
書
は
今
日
に
い
た
る
平

和
教
育
の
原
点
と
な
り
、
世
界

に
も
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

編
纂
者
で
あ
る
長お

さ
だ田
新あ

ら
た

氏
の
没

後
五
十
年
を
記
念
し
て
開
か
れ

た
こ
の
集
会
に
は
三
百
五
十
人

も
の
人
が
集
い
、
会
場
は
満
杯

の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

集
会
は
、
当
時
作
文
を
寄
せ

た
人
た
ち
の
体
験
や
執
筆
当
時

の
様
子
が
語
ら
れ
た
り
、
研
究

者
か
ら
の
講
演
が
行
わ
れ
た
り

多
彩
な
内
容
と
な
っ
た
。
中
で

も
圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
今
を
生

き
る
若
い
世
代
（
小
・
中
・
高
・

大
学
生
）
に
よ
る
意
見
発
表
や

文
化
発
表
で
あ
っ
た
。
核
廃
絶

の
ね
が
い
は
若
い
世
代
に
着
実

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

昨
年
五
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不

拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
は
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
達
成
し

維
持
す
る
「
枠
組
」
を
確
立
す

る
た
め
の
特
別
な
努
力
を
全
て

の
国
に
求
め
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
後
相

次
い
で
新
型
の
核
実
験
を
強
行
。

フ
ク
シ
マ
の
原
発
の
状
況
と
重

ね
る
と
、
核
の
閉
塞
状
況
に
心

痛
む
思
い
だ
。

　

今
回
の
集
会
に
参
加
し
て
少

し
だ
け
で
も
ホ
ッ
と
し
た
の
は
、

私
だ
け
だ
ろ
う
か
。�

（
Ｈ
Ｙ
Ｓ
）

紙
面
の
ご
案
内

２
面
…
組
合
員
の
輪
／
新
歯
科
建
設
に

向
け
て
／
夏
休
み
親
子
歯
科
教

室
／
健
康
講
演
会
の
ご
案
内

３
面
…
シ
ャ
レ
オ
で
け
ん
こ
う
チ
ェ
ッ

ク
／
被
爆
二
世
無
料
健
康
診
断

／
医
療
福
祉
生
協
連
の
通
信
教

育
の
ご
案
内
／
２
０
１
１
ピ
ー

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in
ヒ
ロ
シ
マ

東日本大震災支援
被災地にこころを届けよう

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
未
だ
多
く
の
被
災
者
の
方
が
避
難
所
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
日
本
民
医
連(

※)

並
び
に
医
療
福
祉
生
協
連
の
要
請
を
う
け
広
島
中
央
保
健
生
協
も
震
災
当
初

か
ら
被
災
地
で
の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
請
を
受
け
、
全
国
か
ら
の
医
療
支
援
活

動
者
は
、
５
月
20
日
時
点
で
２
５
８
４
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
医
療
支
援
活
動
は
５
月
末
を
も
っ
て
終
了

し
、
被
災
地
各
県
を
主
体
に
し
た
長
期
の
被
災
者
支
援
活
動
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
支
援
物
資
、

義
援
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
義
援
金
は
郵
便
振
替
で
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
代
未
聞
と
も
言
う
べ
き
大
規
模
な

震
災
よ
り
２
カ
月
（
５
月
11
日
現
在
）

が
経
過
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
沿
岸

部
は
瓦
礫
の
山
で
あ
り
、
片
付
け
を
行

い
つ
つ
避
難
所
生
活
を
送
る
人
々
も
多

く
見
ら
れ
た
。
中
で
も
、
津
波
に
よ
る

大
き
な
被
害
を
受
け
た
石
巻
市
は
、
大

規
模
な
合
併
の
影
響
に
よ
り
、
自
治
体

の
対
応
は
難
渋
を
窮
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
未
だ
９
０
０
０
人
が
避
難
所

生
活
を
送
っ
て
お
り
、
満
潮
時
に
は
地

盤
沈
下
に
よ
り
浸
水
す
る
地
域
も
あ
る
。

先
の
見
え
な
い
環
境
に
対
す
る
精
神
的

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
の
重
要

性
を
感
じ
た
。

　
　
（
中
略
）

　

ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
被
災
地
も
広
域
に
渡
っ
て
お
り
、
今

後
も
状
況
に
合
わ
せ
た
長
期
的
な
支
援

継
続
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
２
か
月
も

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
生
活
さ
れ
、

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ん
で
い
る
方
も
多

い
。
ま
た
、
今
回
の
戸
別
訪
問
の
活
動

は
民
医
連
な
ら
で
は
の
行
動
で
あ
り
、

地
域
に
出
向
き
、
生
の
声
を
聞
き
、
そ

れ
を
行
政
に
訴
え
か
け
て
い
く
事
は
、

と
て
も
意
味
の
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
た
。

有
事
の
際
だ
け
で
な
く
、
日
頃
よ
り
各

地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
心
掛

け
て
お
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
あ

る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
　
（
中
略
）

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
暖
か
く
送
り
出
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
で
の
活
動
は
微
力
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
今
後
の
活
動
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
協
さ
え
き
病
院

　

理
学
療
法
士　

吉
岡
政
子
）

これまでの
医療支援者人数

延人数　17人　
　医師…4人　事務…4人　看護師…4人
　検査技師…2人　保育士…1人　
　放射線技師…1人　理学療法士…1人

支援物資内容
医薬品、衛生用品（マスク･トイレットペー
パー・オムツなど）、食料（お米・おかゆ・
みそ汁など）、衣類、タオル、毛布など

義　 援　 金 3,723,735円（6/13現在）

震
災
支
援
に
参
加
し
た
職
員
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

郵
便
振
替	

【
口
座
番
号
】
０
１
３
８
０

−
３

−
３
０
３
４
６

	

【
加
入
者
名
】
広
島
中
央
保
健
生
活
協
同
組
合

	

【
通 

信 

欄
】
東
日
本
大
震
災
義
援
金

（
※
）
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合 

…
… 

福
島
生
協
病
院
、
生
協
さ
え
き
病
院
、
診
療
所
な
ど
の
事
業
所
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。
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南
区
東
支
部
総
会５月

22
日
㈰

　

５
月
22
日
（
日
）
に
南
区
東

支
部
の
総
会
を
13
名
が
集
ま
り

行
な
い
ま
し
た
。
盛
谷
専
務
よ

り
、
第
５
次
長
期
計
画
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。「
福
島
生
協

病
院
の
か
か
り
方
」
や
「
病
院

の
経
営
」
に
つ
い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
活
動
に

つ
い
て
今
年
度
は
大
須
周
辺
に

班
を
作
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ

て
活
動
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
去
年
組
合

員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に

あ
ら
た
に
運
営
委
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
芸
中
央
支
部
総
会
を
開

き
ま
し
た

4
月
28
日
㈮

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と
支
部

総
会
を
開
会
し
、
２
０
１
０
年

度
の
と
り
く
み
報
告
と
２
０
１

１
年
度
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
２
０
１
０
年
度
は
「
楽
喜

隊
班
」
が
誕
生
し
、
三
線
や
三

味
線
の
演
奏
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
出
資
金
増
や
し
は
み
な
さ

ん
の
協
力
で
、
や
っ
と
目
標
に

達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
社
会
福
祉
士
の
小
田

さ
ん
よ
り
、
高
齢
者
を
と
り
ま

く
環
境
と
実
情
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。
ギ
タ
ー
や

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
で
み
ん
な

で
「
お
富
さ
ん
」
を
歌
い
ま
し

た
。

己
斐
上
支
部
総
会

5
月
7
日
㈯

　

盛
谷
専
務
理
事
よ
り
第
５
次

長
期
計
画
案
の
要
約
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。「
笑
顔
で
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
調
と
し
、
組
合
員
の

夢
を
か
た
ち
に
す
る
第
５
次
長

期
計
画
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
質

問
の
場
で
は「
ふ
う
せ
ん
増
資
」

に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
希
望
や
ご

意
見
な
ど
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

新
歯
科
建
設
に
向
け
て

い
ま
す
。

宮
崎
（
事
務
）　

④
真
備
歯
科
診
療
所
の
待
合
室

は
明
る
く
、
親
し
み
や
す
さ

を
感
じ
さ
せ
る
待
合
室
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

木
目
調
の
床
、
暖
か
み
の
あ

る
間
接
照
明
、
そ
し
て
小
さ

な
庭
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

入
っ
て
く
る
光
を
上
手
く
利

用
し
て
開
放
的
な
雰
囲
気
を

作
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
明

る
い
待
合
、
柔
ら
か
さ
が
あ

る
待
合
は
感
じ
が
良
く
取
り

入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
に
参
加
し
て
頂
い
て
、
真

備
歯
科
診
療
所
の
工
夫
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
や
、
取
り
入

れ
た
い
と
こ
ろ
を
直
接
伝
え

る
事
が
出
来
た
の
で
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。
色
や
照
明

等
も
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
と

て
も
癒
さ
れ
る
空
間
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
新
し
い
生
協

歯
科
も
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ

く
来
て
頂
け
る
よ
う
な
歯
科

に
な
る
よ
う
に
今
回
の
見
学

を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

見
学
の
感
想
集
で
す

山
下
（
技
工
士
主
任
）

①
患
者
様
の
動
線
で
も
あ
る
技

工
室
の
面
し
た
壁
面
は
レ
ン

ガ
調
で
、
歯
科
で
は
見
た
事

の
な
い
デ
ザ
イ
ン
が
印
象
的

で
し
た
。
私
達
の
新
歯
科
で

も
要
望
が
あ
る
様
に
、
そ
の

壁
に
あ
る
窓
か
ら
技
工
室
の

様
子
が
伺
え
る
『
見
え
る
技

工
室
』に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

柆
原
（
歯
科
衛
生
士
主
任
）

②
真
備
歯
科
診
療
所
は
診
療
台

が
８
台
で
左
右
に
４
台
ず
つ

分
か
れ
て
い
て
、
中
央
に
作

業
を
す
る
所
や
材
料
を
置
く

家
具
が
あ
り
ま
す
。
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
診
療
台
が
分

か
れ
て
い
て
も
、
ス
タ
ッ
フ

同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
や
す
い
よ
う
に
、
家

具
が
見
通
し
良
く
配
置
さ
れ

て
お
り
、
器
具
や
材
料
な
ど

が
収
納
さ
れ
て
い
た
事
で
す
。

杉
原
（
歯
科
衛
生
士
副
主
任
）

③
淺
沼
組
の
石
田
設
計
士
も
見

　

真
備
歯
科
診
療
所
は
、
岡
山

県
倉
敷
市
真
備
町
に
あ
り
、
今

年
の
５
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
、
中
国
地
方
の

医
療
生
協
の
歯
科
診
療
所
の
中

で
は
一
番
新
し
い
歯
科
で
す
。

倉
敷
医
療
生
協
歯
科
グ
ル
ー
プ

は
セ
ン
タ
ー
歯
科
の
水
島
歯
科

診
療
所
を
含
む
７
つ
の
診
療
所

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
診
療
風

景
や
家
具
な
ど
を
見
学
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
６
月
８
日（
水
）

診
療
終
了
後
に
職
員
４
名
と
、

淺
沼
組
（
生
協
ビ
ル
の
設
計
施

工
会
社
）
の
石
田
設
計
士
の
計

５
名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
収
穫
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
少
し
だ
け
で
す
が
、
見
学

に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

　

倉
敷
医
療
生
協
歯
科
グ

ル
ー
プ
真
備
歯
科
診
療
所
に

見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

技工室

玄　関

診察室

待　合

健康講演会のご案内
■ と　　き：7月21日木 14:00〜15:30
■ 場　　所：西区いきいきプラザ４階 講堂
■ 講　　師：ひまわり薬局薬剤師
■ テ ー マ：知って得する薬のはなし
　病院や薬局でくすりをもらう時、必ず用法・用量など
について説明を受けますよね？正しい飲み方をしないと
どうなるの？くすりに関する正しい知識や知って得する
知識、市販薬（OTC薬品）について学びませんか？

夏休み応援プロジェクト！

夏休み親子歯科教室夏休み親子歯科教室
生活習慣や食生活が乱れがちになる夏休みに・・・
歯医者さんのたのしいお話とおもしろい実験で虫歯や
歯みがきについて勉強してみよう！
■ と　き：８月20日土
■ 時　間：14:00〜16:30
■ 場　所：西区いきいきプラザ
　　　　　　３階 調理室
■ 参加費：無料

お問い合わせ先：生協歯科ひろしま
広島市西区福島町1丁目19-17
TEL 082-291-1333

　 「歯の紙しばい」・「フッ
　素の効果がわかる実験」・

「手づくり歯みがき粉」などなど
楽しい企画をたくさん
考えています！
　夏休みの自由研究に
　　　いかがですか！
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シャレオで健康チェック
（5/28　紙屋町シャレオ中央広場）
　5/28紙屋町シャレオで健康チェック（11時〜17時）を行いました。
この取り組みは広島市消費生活月間事業の「消費者の安全と安心を地
域で広げよう」という目的で行われており、広島中央保健生協は広島
市生活協同組合連絡協議会として参加しました。当日は、広島医療生
協・生協ひろしま・広島県学校生活協同組合・グリーンコープひろし
まの方々とともに、健康チェックや食事に関するクイズの実施、夏バ
テ防止の食事や禁煙に関する資料配布などを行いました。課外学習の
一環として近隣にある基町高校の学生もたくさん来ていました。
　健康チェックに訪れた方は197名と、測
定者の方から嬉しい悲鳴が聞こえてきそ
うなほどでした。食事に関する並び替えク
イズは、焼きそばや焼き飯など普段口にす
る料理をカロリー順に並び替えるという
ものでしたが、正解を聞いてビックリする
方も大勢いました。WHO世界禁煙デーに
ちなんで禁煙に関する資料を用意しまし
たが、「家族も吸ってないので大丈夫」と
言われるかたが多く、「無煙社会」がすす
みつつあるようでした。

カロリー並び替えクイズに興味津々

広島県内にお住まいの被爆二世の方 は、
無料で健康診断 を受けることができます。
■申込期間：平成23年６月１日〜平成24年１月13日
■実施期間：平成23年６月13日〜平成24年２月29日

●お申込方法…区役所や公民館に、申込専用はがきとお知らせが設置されています。
	 お名前やご住所、希望する医療機関や日程などを記入して、そのま

ま投函して下さい。
　　　　　　　後日、市役所または県庁から受診票が届きます。
●健 診 内 容…血圧、検尿、貧血検査、肝機能検査、脂質検査、糖代謝など

福島生協病院健診センター	082-292-3215
生協さえき病院	 082-926-4511
草津診療所	 082-272-8665
五日市診療所	 082-924-0608

費用：無料（受診にかかる交通費は支給されません）
ぜひこの機会に健診を受けて、今後の健康管理に役立てましょう。

●2011年度医療福祉生協連の通信教育のご案内●

受講生募集中!!
■期　　間　6ヵ月（2011年９月１日〜2012年２月28日）
■申込締切　2011年７月31日
※もっと詳しくお知りになりたい方は生協組織部にパンフレットがあ

りますのでご連絡ください。
※グループでの申し込みも受け付けています。
　全員卒業されると、医療福祉生協連よりすてきな記念品がもらえます。
　みんなで修了を目指しましょう。
※修了された方には受講料の半額の補助が出ます。

お問合せ先　広島中央保健生協　組織部
TEL 082-532-1264　FAX 082-532-1267

医療福祉生協連コース
NO. コ　ー　ス　名 受講料

(円)
1 地域に『元気』をつくる医療生協の班長 4,000
2

全改訂
まちづくりのリーダー支部運営委員ハンドブック
=旧:医療生協の支部運営委員入門 5,000

3 憲法と医療生協 4,000
4 医療生協運動と明るいまちづくり 5,000
5 医療生協と介護 5,000

6 入門・医療生協の生い立ち
=旧:医療生協の歴史と特徴　改定版= 5,000

7
おすすめ 「いのちの大運動」と医療福祉生協連 4,000

8
おすすめ

NEW
高齢者にやさしい（都市）まちづくり 5,000

9 日本の医療生協のあゆみ
〜医療部会の50年をとおして〜 7,000

10 理事と職責者に必須の新生協法 7,000
11 医療生協の健康づくり 7,000
12 わかりやすい医療生協の経営の見方 7,000
13 医療生協の患者の権利章典 8,000
14 医療生協の接遇改善 8,000
15 社会保障制度と医療生協運動 8,000
16 行動変容を生む患者・住民アプローチ 8,000

17 ISO9001;2008入門
=旧:ISO9001入門　改定版= 8,000

18 高齢期のいきいき生活 5,000
19 事例で学ぶ事業所利用委員会 4,000

お問い合わせ・お申込みは　広島中央保健生協組織部
　　　　　　　　　　　　　☎（082）532-1264  FAX（082）532-1267
主催：日本生活協同組合連合会・広島県生活協同組合連合会

継承と創造
〜ヒロシマから平和な未来を築こう！〜2011ピースアクション in ヒロシマ

8月5日㈮ヒロシマ虹のひろば

13:10〜14:45　★虹のステージ（式典）
　　　	 （被爆の証言、広島市長ご挨拶（予定））
14:45〜15:40　★みんなのひろば
　　　	 （出展ブースやテーマ別コーナーいろいろ）
15:40〜16:00　★フィナーレ

●開場：13:10〜16:00（開場12:30）
　　　　広島県立総合体育館 グリーンアリーナ

★分科会★
※事前に、所属の生協に7月22日までにお申し込みください。定員を超えた場合は抽選とさせて
いただきます。ただし、碑めぐり※1は全国の参加者を優先しますので、ご了承ください。

〜子ども向け企画も充実！ 親子参加もぜひどうぞ♪〜

８
月
４
日
（
木
）

被爆の証言①
「感じたことを“2015 年
に届く”手紙に書こう」

約１時間、被爆者のお話を聞き、その後、
感じたことを2015年（次回NPT再検討会
議開催年）に届くハガキに書きます。

15:00〜
16:30

広島市まちづくり市民
交流プラザ・研修室 60

被爆の証言②
朗読と被爆の証言

約30分、被爆体験朗読ボランティアによ
る子ども向けに原爆詩朗読を行い、その
後１時間、被爆者のお話を聞きます。

15:00〜
16:30

広島市まちづくり市民
交流プラザ・研修室 100

碑めぐり①
平和公園内コース

平和公園内の主な遺構・慰霊碑を見学し
ます。

17:00
〜
18:30

原爆ドーム前集合 75

碑めぐり②
平和公園内＜親子＞コース

平和公園内の主な遺構・慰霊碑を見学し
ます。小学生に合わせた説明をします。

17:00〜
18:30 原爆ドーム前集合 75

碑めぐり③
New!  広島城コース

被爆ユーカリ、被爆石垣、大本営跡、旧
護国神社被爆鳥居など、広島城周辺の被
爆遺構を見学します。

17:00〜
18:30

パセーラ「基町クレド」
大型ビジョン（屋外大
画面）前集合

30

碑めぐり④
【リニューアル企画】
絵碑をめぐるコース

広島YMCA と広島女学院の絵碑を中心に
周辺の被爆遺構を、「被爆者が描いた絵を
街角に返す会」の案内で見学します。

17:00〜
18:30

平和記念資料館・東館
入口前集合 20

８
月
５
日
（
金
）

被爆の証言③
じっくり聞く被爆の証言

被爆者のお話を少人数にわかれてじっく
りとお聞きします。（大人向け）

10:00〜
11:20

広島市まちづくり市民
交流プラザ・研修室 80

被爆の証言④
アニメと被爆の証言
New!  「子どもたちに伝
えたい、8月6日と、今の
核兵器のこと」

アニメ「太陽をなくした日」上映後、名
古屋大学名誉教授(物理学)の沢田昭二さ
んに、被爆体験と、現代の核兵器はどう
いうものか、もしも使われてしまったら
どのようなことになるのかなど、子ども
向けにお話しいただきます。

10:00〜
11:20

広島市まちづくり市民
交流プラザ・マルチメ
ディアスタジオ

100

碑めぐり⑤
被爆柳・本川小学校コー
ス

護国神社鳥居の脚部、被爆柳、本川小学
校平和資料館など、平和記念公園の周辺
の被爆遺構を見学します。

9:30〜
11:00 原爆ドーム前集合 60

碑めぐり⑥
白神社・袋町小学校コー
ス

被爆動員学徒慰霊慈母観音などの慰霊碑
や、被爆遺構である袋町小学校、白神社、
旧日本銀行などを見学します。

9:30〜
11:00

平和記念資料館・東館
入口前集合 60

碑めぐり⑦
平和公園内コース

平和公園内の主な遺構・慰霊碑を見学し
ます。

9:30〜
11:00 嵐の中の母子像前集合 45

８
月
６
日
（
土
）

サダコと折り鶴の話
「原爆の子の像」で知られる佐々木貞子さ
んについて、同級生の川野登美子さんに
お話しいただきます。

10:00〜
11:30

広島市まちづくり市民
交流プラザ・マルチメ
ディアスタジオ

100

New!
しげるくんの「まっ黒な
おべんとう」

「まっ黒なおべんとう」の絵本等でしられ
る、折免 滋（おりめんしげる）くんにつ
いての劇を見た後、折免君と同級生の時
安惇さんにご本人の体験をお話しいただ
きます。

10:00〜
11:30

広島市まちづくり市民
交流プラザ・研修室 100

碑めぐり⑧
平和公園内コース

平和公園内の主な遺構・慰霊碑を見学し
ます。

10:00〜
11:30 嵐の中の母子像前集合 40

碑めぐり⑨
平和公園内＜親子＞コー
ス

平和公園内の主な遺構・慰霊碑を見学し
ます。小学生に合わせた説明をします。

10:00〜
11:30 嵐の中の母子像前集合 30

日程 タイトル 内　　　　容 時間 会場及び集合場所 定員

日程 タイトル 内　　　　容 時間 会場及び集合場所 定員

（血圧測定・体脂肪測定）

お問い合わせは、
こちらまで



けんこう　第 465 号2011年７月号（ 4 ）

（東区・とし子）

クロスワードパズル　　　　　第111回
＝
応
募
方
法
＝

　

二
重
マ
ス
の
Ａ
〜
Ｅ
を
順
に
並
べ
る
と
あ
る
言
葉
が
で
き

ま
す
。
答
え
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
、
生
協
組
織
部
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
答
え
の
他
に
、
広
島
中
央
保
健
生
協
へ
の

ご
意
見
、
お
気
持
ち
、
生
協
活
動
に
対
す
る
提
案
を
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。「
組
合
員
の
声
」
と
し
て
「
け
ん
こ
う
」
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
五
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。ハ
ガ
キ
以
外
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

な
お
当
選
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

答え＝Ａ□ Ｂ□ Ｃ□ Ｄ□ Ｅ□

締 切 り＝７月31日（当日消印有効）

宛　　先＝〒733-0024
　　　　　広島市西区福島町1-24-2
　　　　　広島中央保健生協・組織部
Ｆ Ａ Ｘ＝０８２−５３２−１２６７
Ｅメール＝soshikibu@hch.coop

＝前々回の答え＝
第109回５月号
「ナツミカン」

●①

●●

●② ●③

●Ｃ
●④

●Ａ

●⑤

●
●⑥

●Ｅ ●

●⑦

●
●⑧

●

●⑨

●
●⑩

●D ●B

健康をつくる。平和をつくる。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
一
方
が
呼
び
か
け
、
相
手
が
そ
れ
に
答
え
る
こ

と
。
互
い
に
呼
び
か
わ
す
こ
と
。

②
記
録
の
○
○
を
破
る
。

③
う
た
が
わ
し
く
思
う
気
持
ち
。
○
○
○
が
晴
れ

る
。

⑤
石
油
な
ど
を
運
ぶ
船
。

⑦
軽
い
あ
い
さ
つ
に
用
い
る
語
。
も
し
も
し
。
や

あ
。
こ
ん
に
ち
は
。

⑨
旧
国
名
の
一
つ
。
現
在
の
三
重
県
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

②
関
係
者
が
集
ま
っ
て
相
談
を
し
、
物
事
を
決
定

す
る
こ
と
。

④
京
都
を
代
表
す
る
銘
菓
。
○
○
○
（
つ
ぶ
あ
ん

入
り
生
八
ッ
橋
）。

⑥
○
○
を
天
に
任
せ
る
。

⑦
保
健
生
協
の
○
○
会
で
学
習
を
し
よ
う
。

⑧
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
。

⑩
挽
肉
を
腸
に
詰
め
て
ボ
イ
ル
（
ス
モ
ー
ク
）
し

た
も
の
。

か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

○「
生
協
さ
え
き
病
院
」
は
曜

日
に
よ
っ
て
夜
間
診
療
が
あ

る
の
で
心
強
い
で
す
。
地
域

に
こ
の
よ
う
な
病
院
が
あ
っ

て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

○「
け
ん
こ
う
」
初
め
て
じ
っ

く
り
読
み
ま
し
た
。
い
ろ
い

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
答
と
い
っ

し
ょ
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
声
で
す
。

○「
生
協
歯
科
ひ
ろ
し
ま
」
さ

ん
に
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
新
し
い
ビ
ル
。

楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
こ
れ

　

５
月
理
事
会
は
、総
代
会
を

控
え
て
２
回
開
か
れ
ま
し
た
。

（
５
月
14
日
、
28
日
）

　

２
回
の
理
事
会
で
決
定
さ
れ

た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
第
56
回
通
常
総
代
会
へ
提
出

す
る
議
案
を
確
定
し
た
。

◦
第
１
号
議
案
「
２
０
１
１
年

■
俳
句
・
川
柳

○ 

原
発
に
頼
ら
ぬ
知
恵
を
し
ぼ
る
時	

（
山
ぼ
う
し
）

○ 
天
災
に
文
殊
の
知
恵
が
試
さ
れ
る	

（
や
ん
ち
ゃ
坊
）

○ 
声
出
さ
ず
あ
ご
で
指
示
す
る
古
女
房	

（
一
三
）

○ 

ひ
そ
ひ
そ
と
話
す
小
声
に
耳
を
た
て	

（
秋
桜
）

○ 

泣
か
さ
れ
た
人
を
許
し
て
介
護
の
日	

（
一
三
）

■
俳
句
・
川
柳
大
募
集

　

あ
な
た
の
ご
自
慢
の
句
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
面
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
雅
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
で
も
可
）　

度
の
重
点
課
題
と
２
０
１
０

年
度
活
動
の
特
徴
」

◦
第
２
号
議
案

⑴「
２
０
１
０
年
度
決
算
関

係
書
類
お
よ
び
事
業
報
告

書
」

◦
⑵「
２
０
１
０
年
度
監
査
報

告
」

◦
第
３
号
議
案

⑴「
２
０
１
１
年
度
損
益
予

算
」

◦
⑵「
２
０
１
１
年
度
財
務
予

算
」

◦
第
４
号
議
案

　
「
役
員
報
酬
決
定
の
件
」

◦
第
５
号
議
案

　
「
役
員
退
任
慰
労
金
支
給
の

件
」

◦
第
６
号
議
案

５
月

 

理
事
会
よ
り

　

け
ん
こ
う
編
集
委
員
会
で
は
、

ひ
き
続
き
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
第
５
次
長
期
計
画
」
の
提

案
◦
第
７
号
議
案

　
「
議
案
決
議
効
力
発
生
の
件
」

○
そ
の
他
協
議
事
項

◦
歯
科
衛
生
士
の
パ
ー
ト
タ
イ

ム
職
員
給
与
規
定
の
一
部
改

定
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

◦
広
島
県
生
協
連
役
員
に
近
江

理
事
を
推
薦
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
。

◦
短
期
借
入
金
（
６
０
０
０
万

円
）
の
提
案
が
あ
り
、
こ
れ

を
承
認
し
た
。

◦ 

法
人
・
事
業
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
と

そ
の
財
務
執
行
を
承
認
し

た
。

ろ
参
考
に
な
る
こ
と
が
書
か

れ
て
い
て
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

総
合
病
院　

福
島
生
協
病
院

　

楠 
本 　

優
　

は
じ
め
ま
し

て
。
出
身
は
熊

本
で
す
。
鹿
児

島
大
学
を
平
成
16
年
に
卒
業

後
、
こ
れ
ま
で
小
児
科
の
診
療

（
感
染
症
な
ど
が
主
で
、
血
液

疾
患
、新
生
児
を
少
々
）に
携
っ

て
お
り
ま
し
た
。
成
人
の
内
科

診
療
も
経
験
し
た
く
、
当
院
の

一
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
広
島
は
初
め
て
参
り
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

新
任
医
師
紹
介


